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有門正太郎さん
昨年度の様子

昨年の本館年末大掃除の様子

Ｔシャツギャラリー×絣屋
あいサポート×
ホテル古湧園　遥

ストックギャラリー×山澤商店

松本樹さんと審査員
（左から２番目が松本樹さん）アートへの思いを語る日比野克彦さん

※アート作品の詳細はホーム
ページをご確認ください

　

㈱
薄
墨
羊
羹
と
、
ま
つ
や
ま

農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

協
議
会
が
、
ま
つ
や
ま
農
林
水

産
物
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
伊
台
・

五
明
こ
う
げ
ん
ぶ
ど
う
を
使
っ

た
羊
羹
「
季
節
の
彩　

伊
台
・

五
明
こ
う
げ
ん
ぶ
ど
う
」
を
共

同
開
発
し
、
㈱
薄
墨
羊
羹 

中
野

恵
太
代
表
取
締
役
社
長
（
写
真

中
央
）
と
、
ま
つ
や
ま
農
林
水

産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会 

福
島
幸
則
副
会
長（
写
真
左
）が
、

10
月
３
日
、
本
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　
中
野
社
長
は
「
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー

ネ
を
使
用
し
た
ヘ
ル
シ
ー
な
羊

羹
に
仕
上
が
り
ま
し
た
」
と
語

り
、
野
志
市
長
は
「
ブ
ラ
ン
ド

産
品
が
新
し
い
形
で
製
品
化
さ

れ
大
変
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

日
比
野
克
彦
さ
ん

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
市
民
が
一
緒
に
楽

し
む
地
域
性
を
生
か

し
た
参
加
型
の
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。

ひ
み
つ
ジ
ャ
ナ
イ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

道
後
地
域
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
や
商
店
な
ど

と
、
福
祉
施
設
や
社
会
的
支
援
を
必
要
と
す

る
人
た
ち
が
相
互
に
関
係
し
あ
う
時
間
を
重

ね
る
協
働
活

動
で
す
。
施

設
な
ど
で
制

作
し
て
い
る

人
々
の
作
品

を
道
後
地
域

の
ホ
テ
ル
・

旅
館
・
商
店

な
ど
８
カ
所

に
展
示
し
て

い
ま
す
。

ひ
み
つ
ジ
ャ
ナ
イ
基
地
設
計
コ
ン
ペ

　

10
月
14
日
、
ひ
み
つ
ジ
ャ
ナ
イ
基
地
設
計

コ
ン
ペ
の
最
終
審
査
会
が
宝
厳
寺
本
堂
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
道
後
の
ア
ー
ト
事
業
の
交
流
拠

点
の
設
計
ア
イ
デ
ア
を
広
く
募
集
す
る
も

の
。
一
次
審
査
を
通
過
し
た
４
組
が
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行

い
、
最
優
秀
賞

に
愛
知
県
在

住
・
松
本
樹
さ

ん
の
提
案
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

今
後
、
具
体
化

に
向
け
て
協
議

を
重
ね
、
令
和

２
年
５
月
末
の

完
成
を
目
指
し

ま
す
。

　
日
比
野
克
彦
さ
ん
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

10
月
14
日
、
監
修
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
日

比
野
克
彦
さ
ん
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
比
野
さ
ん
は
「
も
の
を
作

る
と
き
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
多
く
の
人
と
共
有

し
、
み
ん
な
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、

参
加
型
ア
ー
ト
に
し
た
」
と
説
明
。「
作
品

を
通
し
て
価
値

観
と
の
出
会

い
が
広
が
る

と
、
街
全
体
が

文
化
施
設
に
も

な
る
。
お
も
て

な
し
に
続
く
新

た
な
価
値
観
が

生
ま
れ
る
の
で

は
」
と
ア
ー
ト

へ
の
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

問文化・ことば課 ☎９４８–６６３４・ ９３４–１９１３
問観光・国際交流課 ☎948–6557・ 943–9001
　テレビ愛媛事業開発部歌謡チャンピオン大賞係 ☎933–0322

　事前審査を突破した出場者が「最優秀歌謡チャンピオ
ン大賞」をかけて、生バンドの演奏で歌声を競い合います。

　子どもにとって自由で豊かな表現活動の場について、具体的なワークショップの
事例やアーティストの取り組みなどを通して対話していきます。美術、ダンス、音楽、
演劇などの分野で子どもたちと活動をされている人、障がいのある子どもの表現に
興味のある人、子どもと遊ぶことが好きな人などに最適です。

㈱
薄
墨
羊
羹
代
表
取
締
役
社
長
が
本
市
を
訪
問

日時  12月6日㈮18時～（17時30分開場）
会場  総合コミュニティセ
ンター（湊町七丁目）キャ
メリアホール
内容  審査員＝岡 千秋（作
曲家）、四方章人（作曲家）、
喜多條 忠（作詞家）▶︎ゲ
スト＝水田竜子〈敬称略〉
料金  入場無料

日時  ①12月９日㈪ ②令和２年１月20日
㈪。いずれも19〜21時
会場  シアターねこ（緑
町一丁目）
内容  ファシリテーター
＝有門正太郎（俳優、演
出家）、コーディネーター
＝阿比留ひろみ

定員  15人（先着順）
料金  無料
申し込み  eメールまたは申し込みフォー
ムで、「こどもの表現を考えるラボ」参加
希望と明記し、住所、氏名、
電話番号、年齢を松山ブンカ・
ラボ   bunkamatsuyama@
gmail.com へ

 臨時休業のお知らせ 
　年末大掃除のため、次のとおり臨
時休業します▶道後温泉本館＝12月
３日㈫▶道後温泉別館 飛鳥乃湯泉・
椿の湯＝12月４日㈬
 道後温泉本館の大掃除見学者募集 
※保存修理工事中のため、見学できる
場所は限られています
日時  12月３日㈫ ９～10時
会場  道後温泉本館（道後湯之町）
定員  20人（先着順）
申し込み  11月29日㈮までに電話またはファクスで、住所、氏名（ふりが
な）、電話番号を道後温泉事務所へ

道後温泉本館・道後温泉別館 飛
あ す か

鳥乃
の

湯
ゆ

泉・椿の湯の臨時休業と
本館年末大掃除の見学

12月３日㈫・４日㈬

こどもの表現を考えるラボ 歌謡チャンピオン大賞決勝大会
　　 愛媛大学社会共創学部寄附講座 松山を楽しもうキャンペーン2019
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問道後温泉事務所 ☎921–5141・ 934–3415

日比野克彦×道後温泉　道後アート 2019・2020


